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１．件 名 

伊方発電所第３号機  

第６高圧給水加熱器ドレン水位制御装置の不具合について 

２．事象発生の日時 

平成１６年１月２２日 ２時００分頃（発見） 

３．事象発生の設備 

第６高圧給水加熱器３Ａドレン水位制御装置 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（出力９２８ＭＷ） 

５．事象の概要 

伊方３号機は通常運転中のところ、平成１６年１月２２日２時００分頃、電気出力

が若干低下していることを運転員が確認した。（２２日１時の電気出力９２８ＭＷ → 

２時の電気出力９１９ＭＷ） 

プラント状態を確認したところ、２次系の第６高圧給水加熱器Ａの通常閉であるド

レン水位制御弁（バックアップ用）が開いていることを確認した。 

このため、当該制御弁を手動で閉止し、２時１７分、電気出力を通常状態に復帰さ

せた。 

その後、当該制御弁の水位制御装置の点検を行った結果、水位検出器の不良と判断

したため、水位検出器及び念のため調節器を取り替え、１６時５５分、通常状態に復

旧した。 

なお、本事象による周辺設備への影響はなかった。 

（添付資料－１） 

６．事象の時系列 

１月２２日 

 ２時００分 頃 電気出力の低下を確認 

 ２時１４分  第６高圧給水加熱器３Ａドレン水位制御弁（バックアッ
プ用）を手動で閉止 

 ２時１７分  電気出力９２８ＭＷ復帰 

 ３時００分 頃 現地調査開始 

             第６高圧給水加熱器３Ａの実ドレン水位に対し、バックア
ップ用調節器の水位指示が約１００ｍｍ高めであること
を確認 

 ５時００分  水位制御装置の調査開始 

 ６時００分 頃 水位検出器の不良と判断 

 ７時００分  水位検出器取替開始 

 １１時３０分 頃 水位検出器取替終了 
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 １５時２５分  水位調節器取替開始 

 １６時２０分  水位調節器取替終了 

 １６時５５分  通常状態に復帰 

７．調査結果 

（１）現地調査 

現地確認の結果、第６高圧給水加熱器３Ａの実ドレン水位（ガラス水面計：ＮＷＬ

（±０ｍｍ））に対して、バックアップ用調節器の水位指示（調節器の入力信号）が

約１００ｍｍ程度高めであることを確認した。なお、常用調節器の水位指示は、約±

０ｍｍで正常であった。このため、バックアップ用の水位制御装置について以下の調

査を実施した。                       （添付資料－２） 

ａ．調節器の調査 

調節器を水位検出器と切り離し、模擬入力（空気信号）による単体試験を実施

した結果、入力と出力の関係に異常は認められなかった。 

ｂ．水位制御弁の調査 

調節器の手動操作により制御弁の動作試験を実施した結果、調節器の開度要求

信号に対する弁開度は正常であり異常は認められなかった。 

以上のことから、水位検出器の故障により調節器への入力信号が高く指示して

いるものと判断した。 

（２）水位検出器の詳細調査 

ａ．単体試験 

取り外した水位検出器に模擬入力（水位変化）を加えて単体試験を行ったが、

本事象に結びつく異常は再現しなかった。 

ｂ．分解点検 

当該水位検出器の各部（機械的な動作部及び空気信号ライン）の詳細な分解点

検を実施した結果、水及び蒸気が接触するフロート及びリンク機構部等には、本

系統に一般的に見られる黒い鉄さびが全面にうすい状態で付着していたものの、

その他には異物は見られなかった。 

なお、部品の磨耗、変形及びゆるみ等の異常は認められなかった。 

（３）調節器の調査 

ａ．単体試験 

取り外した調節器について、模擬入力（空気信号）による単体試験を実施した

結果、入力と出力の関係に異常は認められなかった。 
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（４）水位検出器と調節器の組み合わせ試験 

水位検出器と調節器とを組み合わせて、模擬入力（水位変化）を検出器に入力し調

節器の出力を確認したが、異常は認められなかった。 

（５）保守状況の調査 

当該水位検出器については、毎定期検査時、調整及び模擬入力による単体動作試験

を実施するとともに、主要部品については、定期的に取替を実施している。 

至近の伊方発電所３号機第７回定期検査（平成１５年１０月）においては、パイロ

ットリレー（空気信号の増幅器）等の部品交換、調整・試験を実施しており、その記

録を確認した結果、データに異常はなく、開放部養生及びエアーフラッシング等の異

物混入防止対策も適切に実施されていた。 

なお、検出器の空気供給ラインにはフィルタが設置されており、運転中の異物の混

入を防止できる設計となっている。 

 

８．推定原因 

本事象の原因は、当該水位検出器の単体試験及び分解点検結果に異常が認められ

なかったことから、検出器の出力信号に影響を与える以下の部位に一時的に微細な

異物が付着したことにより、水位信号が高めとなり、通常閉であるドレン水位制御

弁（バックアップ用）が開となり、電気出力が低下したものと推定される。 

（添付資料－３） 

（ａ）水位変化を伝達するレバーと外筒の隙間（０．５～１ｍｍ程度） 

（ｂ）水位変化を空気信号に変換・増幅する部品の隙間（２０～６０ミクロ

ン程度） 

 

なお、異物の付着は分解点検の際に発見されなかったことから、検出器取替等の

過程で解消したものと推定される。 

 

９．対 策 

（１）水位検出器及び念のため調節器を予備品と取り替え、健全性を確認し復旧した。 

（２）運転中の故障に対応するため、今後とも水位検出器の予備品を常備しておく。 

以 上 



添 付 資 料 

添付資料－１ 伊方発電所第３号機第６高圧給水加熱器まわり概略系統図 

添付資料－２ 伊方発電所第３号機第６高圧給水加熱器バックアップ用ド

レン水位制御装置概略図 

添付資料－３ 水位検出器（浮力式）動作原理図



添付資料－１ 

伊方発電所３号機 第６高圧給水加熱器まわり概略系統図 
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伊方発電所第３号機 第６高圧給水加熱器バックアップ用ドレン水位制御装置 概略図 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ        用水位制御弁
（ ） 空気圧低下により弁開 

空気信号
２０～１００ｋ       Pa

空気信号
１００～２０ｋ       Pa

水位検出器 水位調節器

水位/空気
変換器

フロート

↓出力圧低下 ↑出力圧上昇 AUTO/MAN

ガラス水面計では
ＮＷＬ ０ｍｍ   ±   を指示

水位を示す指針が
＋１００ｍｍ 。      を指示していた 
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